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国内ベルト
・主⼒の⾃動⾞⽤と⼀般産業⽤のいずれもが前期並み

海外ベルト
・現地通貨では総じて前期を上回る
・円高により邦貨換算では減少

建設資材
・建築投資の落ち込みが影響し

その他
・ＳＦ製品の医療機器向けが好調

売上高
・為替の影響もあり減収

利益⾯
・原材料価格の影響
・原価低減などの内部努⼒　により増益
中間期の営業利益は過去最高益を更新

・円高による為替差損
経常利益・四半期純利益は減少

売上高
・第１・第２四半期は160億円台で推移し
　前期を下回る

営業利益
・第１・第２四半期ともに20億円を超える高水準
・目標の利益率10％を⼤幅に上回る

(中間連結業績)
営業利益過去最高

(四半期推移)
利益は高水準を維持

(セグメント別売上高)
国内ベルト横ばい 海外ベルトは円高影響受ける
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⾃動⾞⽤ベルト
・東南アジアにおいて４輪・２輪の補修需要が増加

⼀般産業⽤ベルト
・中国において農業機械⽤の需要が伸⻑

OA機器⽤ベルト
・ATMの中国市場向け輸出が減少

搬送⽤ベルト
・食品向けを中心に好調に推移

合成樹脂素材
・半導体・液晶製造装置関連は堅調

営業利益
・売上高減少影響     △5.0億円
・原材料価格低下影響   ＋3.0億円
・原価低減        ＋2.0億円
・労務費・人件費影響   ＋1.5億円
・その他コストの影響   ＋1.5億円
計            ＋3.0億円

中間営業利益は過去最高益

・中間期は利益が予想を上回る
・通期の業績予想を修正

特別利益
・投資有価証券の売却益を⾒込む

営業利益・当期純利益は過去最高を⾒込む

想定為替レート
・USD　110円→103円
・EUR　125円→115円

配当⾦
・１株当り18円の年間配当(変更なし)

(通期業績予想)
営業利益・当期純利益は過去最高益を⾒込む

（中間営業利益）
過去最高益を更新

(ベルト売上高)
為替の影響を受ける
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バネ式減衰機構付きオルタネータ⽤プーリー
　　　オルタダンパプーリ『スマスター』

・エンジンの回転変動を吸収
・発音の抑制
・ベルトの⻑寿命化
・燃費向上にも貢献

上期
・海外　中国工場の増強
・国内　試験研究設備の充実
・前期比41％増加

下期
・試験研究設備の充実
・⽼朽化した⽣産設備の更新
・前期比63%増加

営業利益
・売上高減少影響     △3.4億円
・原材料価格低下影響   ＋4.7億円
・労務費・人件費影響   ＋2.3億円
・その他コストの影響   △2.9億円
計            ＋0.7億円

(新製品)
⾦属の機能製品分野へ進出

(通期営業利益)
過去最高益を⾒込む

(設備投資)中間実績 前期比41%増
通期⾒込 前期比63%増
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『世界の子どもたちに愛の手を』式典(10月1日開催)

・日本ユニセフ協会への寄付⾦贈呈
・兵庫県、神⼾市、綾部市、さぬき市に福祉⾞両を贈呈

(式典)
『世界の子どもたちに愛の手を』
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